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研究成果の概要（和文）： 
日本語と中国語による対面異文化交流時に発生する障害の解決支援を目的に、ミス・コミュニ

ケーション・コーパスを構築し、会議参加者が相互にコメントを付加できる異文化交流ビデオ

教学プラットホームを開発した。話者の各種属性による言語・非言語要素、および対話におけ

る協調・非協調などの要因から討論シーンが検索可能となる。 

 
研究成果の概要（英文）： 
To support Chinese and Japanese speakers in the cross-cultural communications, we 
developed the Video Corpus Learning Platform based on the Miscommunications Corpus, 
which will allow the conference participants to add their comments to each other. Also, it is 
possible to search scenes depending on the linguistic and collaborative abilities by each 
speaker’s attribution. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 5,000,000 1,500,000 6,500,000 

2008 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

2009 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度  

  年度  

総 計 8,500,000 2,550,000 11,050,000 

 
 
研究分野：異文化コミュニケーション 
科研費の分科・細目：言語学、外国語教育 3005 
キーワード：ミス・コミュニケーション, 遠隔異文化交流, 日中口語コーパス, 自然言語処理 

  

１．研究開始当初の背景 
情報通信技術の高度化に伴い、音声や映像を

伴う自然対話形式のコミュニケーションが

増大した一方、動画像や音声の情報処理はテ

キストより難しく、口語データの構築も歴史

が浅い。コミュニケーション・ギャップの要
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因を定量的に分析するには、実際の言語行動

データ資源の蓄積が急務である。活発な相互

インタラクションと、非言語的伝達情報を含

む対話データの分析には、マルチメディア利

用と協調的作業環境が不可欠である。 

 
２．研究の目的 
早稲田大学が 12 年間、アジアの 6 高等教育

機関と実施中の遠隔交流の録画を用い、中国

語および日本語討論中のミス・コミュニケー

ション事例をデータベース化する。従来の異

文化学習教材に見受けられるステレオタイ

プな文化観を排し、相互インタラクションと

協調的コミュニケーション観に立ったプロ

グラム設計とする。マルチメディア技術とイ

ンターネットによる情報共有の利点を生か

し、学習者レベルや教員のニーズに応じた教

学プラットホームを公開する。 

 
３．研究の方法 
(1) コーパスデータの整備 

国際遠隔授業の録画 80 回分に対し、開催期

日、テーマ別、会議言語、参加校などの情報

を付加して目録を作成。内、アノテーション

を施した録画を優先して談話分析を行い、コ

ーパス資源を蓄積する。成果の公開に備え、

録画データの版権処理を行う。 

(2) ミス･コミュニケーション分析ツールの

開発 

北京大学と共同で、多言語対応の動画アノテ

ーションツール ELAN をカスタマイズし、相

互注記が可能な Multi Annotation Program

を構築する。コーパス編集作業の効率化のた

め、DVD-Video 分割ツール、音声ファイルの

分割ツール、および録画中の無声区間自動分

割ツールを開発し、ラベリングの標準化と半

自動化を試行した。 

(3) コーパス分析手法の研究 

ELAN を使用し、対話中の使用語彙数や文型、

発話長など言語的要因のほか、ポーズや言い

淀み、笑いなど副言語的要素の定量的分析と、

その可視化を試みた。母語話者と非母語話者

間の協調的学習方略についても定量的に測

定し、遠隔接触場面における協調方略を可視

化した。 

(4) コーパス公開用ツールの開発 

コミュニケーションの障害要因について、会
議参加者、教師、管理者がそれぞれコメント
を書き込み、閲覧可能な Web 教学プラットホ
ームを開発し、インターネットで公開する。 
 
４．研究成果 

(1)動画アノテーションツールによるミス・

コミュニケーション・コーパスの蓄積 

2010年 5月現在、録画約80回分を開催期日、

テーマ別、参加校別に整理した目録を砂岡 HP

に掲示中。うち中国語会議 8本、日本語会議

16 本、および中日両語による独話文化講義

（Chinese Lectures）計 7話について、それ

ぞれ動画アノテーションツール ELAN を使用

してコーパス化前処理および書き起こし作

業を完了。うち中国語会議 3本、日本語会議

3 本、および独話文化講義 7 本には、時間情

報・ポーズ・Filler など副言語的情報のラベ

リングと、形態素分析を施し、ミス・コミュ

ニケーション・コーパスデータを蓄積した

［図 1］。 

(2)異文化交流教学プラットホーム Video 

Corpus Learning Platform の開発 

コミュニケーション障害要因を相互にコメ

ント書き込み可能な Web教学プラットホーム

Video Corpus Learning Platform（VPC）を

開発し、㈱アルト社のサーバに設置した。会

議開催日時、使用言語、テーマ、組織名、参

加人数、司会校名のほか、個人の国籍、母語、

第二言語履修年数、専門、学年、会議時間な

ど十数項の検索機能を持つ。英語と日本語で

VPC 運用管理マニュアルを作成し、インター

ネットを通して公開可能な段階にある［図 2］。 



(3)ミス･コミュニケーションの研究 

日本語、中国語のコーパスに基づき、異文化

交流障害要因の分類や注記方法、およびアノ

テーションの標準化について研究を進め、学

会で発表を行った。母語話者と非母語話者学

習者の談話における、ポーズ、言いよどみ、

応答詞、使用語彙と文型の比較、協調的学習

方略の定量的分析を行い、第二外国語学習者

が母語話者とのコミュニケーション達成度

を上げるためには、協調的学習方略の発揮と、

発話中のポーズやフィラー、語断片などの非

言語要素を、より高次の言語情報に変換する

スキルを磨く必要があることを検証した。 

 

 

［図 1］ 

 

 

［図 2］ 
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